
 

（ふりがな） 

お名前 

 

 

お住まい 
〒 

 

電話番号（携帯可） 
 

Ｅメール 
 

千代田区との関わり 
□在住 □在勤 □在学 □個人ボランティア登録者 

□区内での活動者 □区外（千代田区で活動する意志がある） 

Zoom の使用について 

 
※９月１３日（月）１7時 30分

～１８時 30分に入室練習日

があります 

□使用は初めて 

□経験あり 

使
用
す
る
端
末 

 

□iphone（アイフォン） 
□Android（アンドロイド） 

□タブレット（ipadなど） 

□パソコン 

□zoom の操作に不安が

あり、練習を希望する 

要配慮者の多くは高齢者や障がい者で、正確な情報収集や、自力で避難することが困

難なため、被害を受ける可能性が高くなることが想定されます。そして、要配慮者の中

には、難病を抱えている方、妊産婦、外国人なども含まれています。 

自治体が管理する「要配慮者名簿」に記載されていない方が多 

く、高齢者や障がい者の方の中には、「他人に迷惑をかけることは 

したくない」という思いから、SOS の発信をためらっていたり、 

言葉の壁などで支援の仕組み自体を知ることが難しい方々に、寄 

り添った関わりをすることが求められています。 

 

災害時の要配慮者対応が求められる背景 

災害時寄り添いサポーター養成講座 受講申込書 

受講上での注意 

お送りいただいた個人情報は、本事業に関すること以外では使用いたしません。 
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●対象：①千代田区在住、在勤、在学の方、区内でボランティア活動を行っている方 

     ②災害時に千代田区での活動が可能な方 

●定員：30名 

災害時、避難行動やその後の避難生活をする中で、高齢者 

や障がいのある方などが厳しい状況に置かれていたと言われ 

ています。配慮が必要な方々の生活を支えるためには、地

域域の方々の支援が欠かせません。 

この講座で、どのような点に配慮し接するか、基本的な知識

を身につけ、災害時、そして日常の生活の中で困っている人

の気持ちに寄り添える「寄り添いサポーター」を目指します。 

【申込・問合せ】 

ちよだボランティアセンター（千代田区社会福祉協議会）〒102-0074千代田区九段南 1-6-10かがやきプラザ４階 

TEL03-6265-6522  FAX03-3265-1902 Mail:volunteer@chiyoda-cosw.jp 

災害時要配慮者支援ボランティア養成講座（令和 3年度） 

災害時 
寄り添いサポーター 
養成講座 

不安に寄り添う 

高齢者 障がいのある方 妊産婦や子どもなどの 

令和３年 9/16 
18:00～19:30 木 

【講座の内容】 講師…ジョージ防災研究所 代表 小野 修平 氏 

①「要配慮者」とは？ 

② 要配慮者が災害に遭った時の困りごと 

③自分がその場に居合わせたら、どうするか考える 

 （グループワーク） 

④サポートする際のポイント 

 
 

受講された方に 

受講証 
を発行いたします 

 

受講方法について 

・受講するには、インターネットに接続できる環境（パソコン、またはスマートフォンなど）が必要です。 

・受講者には、受講するための URL等をメールでお送りいたします。 

・申込みは、電話・メールや本紙裏面の申込書を FAXで申し込みください。 

・自分がサポーターになれるような基礎的な心構えや意識を変えたりすることができた。 

・日頃の繋がりが大切だと思った。顔見知りの人と知らない人では、それだけで対応が違ってくる。 

講座の詳細は、右の QRコード

からも確認ができます 

※9月 13日（月）17時 30～18時 30分 Zoom初心者向けのミニ Zoom講座があります。 

受講された方の声 


